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組合員のみなさん ＊転居などで住所が変わるときは必ず、医療生協本部までお知らせください。
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組合員数 出資金総額 １人あたり出資金 支部 班数

発 行  道上哲也　編 集  きかん紙委員会　〒653-0036 神戸市長田区腕塚町 2 丁目 2 -10　本 部☎078（641）1651
神戸協同病院☎078（641）6211 いたやどクリニック☎078（611）3681 番 町 診 療 所☎078（577）1281 ひまわり診療所☎078（941）5725 ほのぼのの郷☎078（949）2345
協 同 歯 科☎078（913）1155 きたすま歯科☎078（741）7224 いたやど歯科☎078（612）3160 生協なでしこ歯科☎078（978）6480
訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン つ ば さ☎078（646）2371 に じ☎078（797）7085 か け は し☎078（948）3375

親子

もちつき大会
2月2日日

2014 3 4

出資金と
医療生協のしくみ

消費税増税で
どうなる？家計負担

知っておきたい身近な
病気の話―こころの病気

8・9面 11面 12面

No.336

5万2,458人 17億6,100万7,550円 3万3,570円 51支部 427班
1月31日
　　現在

自分でつい
たおもち

すっごく

おいしかった
!
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「
原
発
ゼ
ロ
の
社
会
へ
」
⑥

その5

ち
ょ
っ
と
興
味
が
沸
く
健
診
の
ハ
ナ
シ

保
健
指
導
で
健
康
づ
く
り

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子

　

3
・
11
以
降
毎
週
金
曜
日
は
、
全

国
各
地
で
脱
原
発
行
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
9
月
か
ら
、
垂
水
で

も
何
か
で
き
た
ら
と
計
画
し
、
垂
水

駅
で
毎
月
第
二
金
曜
日
の
13
時
30
分

か
ら
1
時
間
行
動
し
て
い
ま
す
。
私

達
の
よ
う
な
子
育
て
世
代
や
、
よ
り

若
い
人
達
に
も
振
り
向

い
て
も
ら
い
た
い
の
で
、

音
楽
や
、
紙
芝
居
、
人

形
劇
な
ど
で
工
夫
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
達
と

一
緒
に
楽
し
く
、
で
も

大
切
な
こ
と
は
真
剣
に

伝
え
ら
れ
る
ア
ク
シ
ョ

ン
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

福
島
か
ら
避
難
さ
れ
た
お
母
さ
ん

が
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
あ
の
日
、
何
も
知
ら
ず
に
給
水

車
を
待
っ
て
い
た
。
た
だ
、
子
ど
も

達
が
尋
常
で
は
な
い
鼻
血
を
出
し
た

の
で
、
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
が
起
き

て
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
避

難
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
」「
家

を
買
っ
て
1
年
、
ロ
ー
ン
も
残
っ
て

い
る
の
に
、
何
の
保
証
も
な
い
。
パ

パ
一
人
残
し
て
子
ど
も
達
と
避
難
し

て
き
ま
し
た
」。

　

子
ど
も
達
は
言
う
そ
う
で
す
「
ど

う
し
て
福
島
に
帰
れ
な
い
の
？
パ
パ

に
会
い
た
い
よ
ー
！
」

　

日
本
政
府
は
着
々

と
原
発
再
稼
働
の
準

備
を
進
め
て
い
ま

す
。
第
二
の
原
発
事

故
が
起
き
て
か
ら
で

は
遅
い
と
思
い
ま

す
。
当
た
り
前
の
平

和
、
幸
せ
、
大
切
な

人
を
守
る
た
め
に
手

を
繋
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

神
戸
医
療
生
協
は
「
丈
夫
で
長
生

き
し
た
い
」
と
い
う
、
誰
で
も
が
持

つ
願
い
を
実
現
し
よ
う
と
、「
地
域

ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
は
３
つ
の
柱
が
あ

り
ま
す
。
①
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」、

②
「
健
診
」、
③
班
や
支
部
で
取
り

組
ん
で
い
る
、
ロ
コ
モ
予
防
体
操
や

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
具
体
的
な
健

康
づ
く
り
の
活
動
で
す
。
健
診
を
う

け
て
体
の
状
態
に
あ
っ
た
取
り
組
み

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

受
け
て
得
す
る

保
健
指
導

　

2
0
0
8
年
４
月
か
ら
「
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。
40
～
74
歳
ま
で
の
公
的
医
療

保
険
加
入
者
全
員
を
対
象
と
し
た
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予

防
・
解
消
に
重
点
を
お
い
た
生
活
習

慣
病
予
防
の
た
め
の
健
診
・
保
健
指

　

私
は
、
特
定
健
診
で
生
活
習

慣
病
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
健

診
を
受
け
る
ま
で
は
、
自
覚
症

状
が
な
い
為
「
自
分
は
健
康
」

と
過
信
し
て
い
ま
し
た
。

　

個
別
指
導
を
受
け
、
同
時
に

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
申

し
込
み
ま
し
た
。
管
理
栄
養
士

と
保
健
師
の
指
導
で
減
量
目
標

を
設
定
し
、
４
个
月
後
に
達
成

で
き
る
よ
う
、
食
生
活
の
改
善

と
運
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
で
カ
ロ
リ
ー
、
塩
分
、

栄
養
に
留
意
し
た
献
立
を
作
り
、

苦
手
な
運
動
は
体
操
教
室
に
参

加
し
、
筋
力
と
代
謝
ア
ッ
プ
と

を
目
指
し
ま
し
た
。
継
続
は
力

な
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
楽
し
く

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

�

長
田
区　

花
畑
と
も
子

　

1
9
5
4
年
3
月
1
日
、
米
軍
の

ビ
キ
ニ
環
礁
で
の
核
実
験
で
、
操
業

中
の
千
隻
以
上
の
漁
船
が「
死
の
灰
」

を
浴
び
、
マ
グ
ロ
漁
船
第
五
福
竜
丸

の
無
線
長
・
久
保
山
愛
吉
さ
ん
が
亡

く
な
り
ま
し
た
。
広
島
・
長
崎
に
続

く
三
度
の
核
兵
器
の
被
害
に
日

本
国
民
の
世
論
は
沸
騰
し
ま
し

た
。
各
地
で
母
親
を
中
心
に
草

の
根
で
始
ま
っ
た
反
核
の
署
名

運
動
は
、
翌
年
8
月
に
は
、
当

時
の
有
権
者
の
半
数
を
超
え
る

3
2
0
0
万
筆
に
達
し
ま
し
た
。

　

こ
の
世
論
の
流
れ
が
、
原
水

禁
世
界
大
会
の
開
催
（
1
9
5

5
年
8
月
）
原
水
爆
禁
止
日
本

協
議
会
の
結
成
（
同
9
月
）、

広
島
・
長
崎
の
被
害
者
に
よ
る

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議

会
の
結
成（
1
9
5
6
年
8
月
）

へ
と
結
実
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
60
年
、
世
界
の
流

れ
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

2
0
1
0
年
5
月
、
核
不
拡
散
条
約

（
N
P
T
）
に
参
加
す
る
１８９
の
国
々

が
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
平
和
と

安
全
を
達
成
す
る
」
こ
と
に
合
意
し

た
の
で
す
。

　

そ
の
実
行
が
検
証
さ
れ
る
会

議
が
、
来
年
（
2
0
1
5
年
）

に
開
か
れ
ま
す
。

　

毎
年
、
3
月
1
日
は
「
第
5

福
竜
丸
」
の
母
港
で
あ
る
焼
津

市
を
中
心
に
集
会
が
開
か
れ
て

い
ま
す
。
神
戸
医
療
生
協
で
は
、

毎
年
代
表
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
を
再
び
戦
争
す
る
国
へ

と
変
え
る
憲
法
の
改
悪
や
、
国
民
の

耳
と
口
を
ふ
さ
ぐ
「
特
定
秘
密
保
護

法
」
を
廃
案
に
す
る
運
動
、
脱
原
発
、

T
P
P
反
対
な
ど
、
安
全
、
暮
ら
し
、

未
来
の
た
め
に
行
動
す
る
の
が
3
・

1
ビ
キ
ニ
デ
ー
で
す
。

夢の島（東京）
第五福竜丸展示場

バイバイ原発

ビキニ被災から60年
3
・
1
ビ
キ
ニ
デ
ー
は

終
わ
ら
な
い

　
今
回
は
垂
水
で
原
発
ゼ
ロ
の
行
動

を
行
っ
て
い
る
垂
水
区
在
住
の
里
山

美
穂
さ
ん
に
手
記
を
寄
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

導
で
す
。（
一
般
に
は「
メ
タ
ボ
健
診
」

と
い
わ
れ
ま
す
）

　

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
な

い
ま
ま
進
行
す
る
た
め
、
健
診
は
生

活
習
慣
を
振
り
返
る
絶
好
の
機
会
で

す
。
保
健
指
導
は
生
活
習
慣
の
改
善

に
向
け
、
自
主
的
な
取
り
組
み
を
継

続
的
に
行
え
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
や

働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。
健
康
づ
く

り
の
柱
に
「
保
健
指
導
」
も
加
え
た

い
で
す
ね
。

生
活
改
善
は

意
識
化
か
ら
！

食
事
・
運
動
を
中
心
に
話
し
合
い
を

し
、
ム
リ
の
な
い
生
活
習
慣
の
改
善

を
一
緒
に
考
え
、
明
日
か
ら
の
行
動

計
画
を
立
て
半
年
間
実
践
し
ま
す
。

定
期
的
に
、
面
接
や
電
話
・
メ
ー
ル

で
の
や
り
と
り
を
し
ま
す
の
で
、
何

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
ね
。

楽
し
く
続
け
る

秘
訣
を
知
ろ
う
！

　

保
健
指
導
で
は
、
神
戸
医
療
生
協

で
具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
健
康

づ
く
り
の
活
動
の
紹
介
も
し
て
い
ま

す
。
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、
健

康
美
か
ら
だ
づ
く
り
体
操
、
た
い
そ

う
元
気
塾
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー

私
の
体
験

健
診
か
ら
体
操
教
室
へ

し
く
長
続
き
し
ま
す
。　
　
　

　

保
健
指
導
を
健
康
づ
く
り
に
生
か

し
ま
し
ょ
う
。

　

保
健
指
導
の
流
れ
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。対
象
者
の
方
に「
さ

よ
な
ら
メ
タ
ボ
」
招
待
状

が
保
健
師
か
ら
届
き
ま
す
。

日
時
を
調
整
し
、
初
回
の

面
接
。
面
接
で
は
管
理
栄

養
士
と
保
健
師
と
一
緒
に
、

一
日
の
生
活
ス
タ
イ
ル
や

キ
ン
グ
班
会
な
ど

に
参
加
し
生
活
習

慣
や
デ
ー
タ
の
改

善
に
つ
な
が
っ
て

い
る
方
も
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
医
療
生
協

に
は
班
や
支
部
が

あ
り
ま
す
。
一
人

よ
り
も
二
人
、
三

人
と
一
緒
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
楽

垂
水
区
で
も
原
発
ゼ
ロ
の

行
動
開
始
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わ 家わ 家が アアイイド ルアの Part.7 みなさんの身近な 「アイドル」の写真とコメン
ト （20文字程度）を本部 （表紙参照）まで送っ
てください。送っていただいた写真は返却でき
ませんので、ご了承ください。

 問い合わせ先 　本部　健康推進課　☎078 - 641 - 4323　E-mail：helth@kobe-iseikyo.or.jp
すべて予約必要。参加費または食事代がかかります。

３月・４月健康づくりイベント

緩
和
ケ
ア
病
棟
開
設
を
成
功
さ
せ
よ
う

神
戸
協
同

病
院
の

Vol.2

お兄ちゃんは妹が
可愛くて、可愛くて
長田区 八幡さん

可愛くて、可愛くて

●●●●ちゃん
 （●歳)

曽孫

虎
とら

之
の

介
すけ

くん(5歳)

愛
あい

梨
り

ちゃん
(4ヶ月)

福
ふく

（2才）

長女の長男
フエデリコ・レオくん (1歳7ヶ月)イタリア在住　長男の長男

陽
よう

亮
すけ

くん(小学5年生)
次男 侑

ゆう

亮
すけ

くん(幼稚園年長組 
 5歳10ヶ月)　　

写真左から

ボール大好き♡散歩大好き♡
いつまでも元気でいてね！
番町診療所 岡部さん

ボール大好き
いつまでも元気でいてね！

私の恋人の福ちゃん、
毎日チューしてくれます
明石市 山下さん

ハリー
(6月で12才)

男子ばかりの３人の孫祖父がお風呂係でとても楽しいです垂水区 太田垣さん

緩和ケア学習会

厚生労働省作成

　

前
回
は
、
日
本
に
お
け
る
緩
和
ケ

ア
病
棟
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
し
た
が
、
で
は
な
ぜ
今
神
戸

協
同
病
院
に
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
開
設

す
る
の
で
し
ょ
う
？

今
や
2
人
に
1
人
は

が
ん
に
な
る
時
代

　

今
後
、
診
断
と
手
術
な
ど
の
初
期

治
療
は
大
病
院
に
集
約
さ
れ
て
い
く

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
早
期
発
見
を

中
心
と
し
た
保
健
予
防
活
動
（
健

診
）、
化
学
療
法
と
合
併
症
治
療
、

緩
和
、
在
宅
ケ
ア
、
社
会
的
心
理
的

な
患
者
サ
ポ
ー
ト
な
ど
が
、
中
小
病

院
の
が
ん
医
療
と
し
て
、
重
要
な
位

置
を
占
め
て
き
ま
す
。

　

が
ん
が
増
え
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
は
少
な
く
、
西

神
戸
で
は
病
棟
機
能
と
し
て
持
っ
て

い
る
病
院
が
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
に

と
っ
て
も
必
要
な
機
能
に
な
っ
て
き

ま
す
。
ま
た
、
外
来
、
往
診
、
訪
問

看
護
、
病
棟
が
連
携
し
、
患
者
さ
ん

毎週月曜日 17：15～18：15 「健康美からだづくり体操教室」 協同病院南館 3階
毎週木曜日 9：45～11：30 「健康美からだづくり体操教室」 協同病院南館 3階
第 3 水曜日 10：00～11：00 「たいそう元気塾」 番町診療所

3 月12日（水） 10：00～14：00 ウォーキング 「明石を目指す伊川の川沿い長距離コース」 地下鉄 伊川谷駅
3 月14日（金） 13：30～16：00 「健康づくり交流会」 神戸市立地域人材支援センター（長田区）
3 月19日（水） 9：30～12：00 「男の料理教室」 神戸市立地域人材支援センター（長田区）

3 月22日（土） 13：30～15：30 いるかクラブ親子教室「マイブランドらくがき手さげバッグ作り」
ウィズコート新長田集会所　先着 子ども20人

4 月 8  日（火） 10：00～12：00 ウォーキング 「生田川の桜を見ながら美術館へのコース」JR新神戸駅
4 月23日（水） 9：30～12：00 「男の料理教室」 神戸市立地域人材支援センター（長田区）

4 月24日（木）
14：00～16：00

力をためる講座 「地域のネットワークでとりくむ認知症予防と支えあいのまちづくり」
講師：認定NPO法人認知症予防ネット神戸　伊藤 米美 氏

が
ど
こ
に
い
て
も
、
ど
ん
な
状
態
で

も
緩
和
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
神
戸
医
療
生
協
で
は
こ

の
連
携
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
差
額
ベ
ッ
ド
料
を
と
ら
ず
、

無
料
低
額
診
療
が
あ
り
、
誰
も
が
平

等
に
緩
和
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

「
医
療
か
ら
介
護
へ
・
施
設

か
ら
在
宅
へ
」 
の
流
れ

　

も
う
一
つ
の
大
き
な
要
因
と
し
て

国
の
医
療
政
策
の
流
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
「
医
療
か
ら
介
護

へ
・
施
設
か
ら
在
宅
へ
」
を
基
本
方

針
と
し
①
高
度
で
専
門
的
な
医
療
を

提
供
す
る
急
性
期
病
棟
に
医
療
資
源

を
集
中
投
入
す
る�

②
亜
急
性
期
や

回
復
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
に
つ
い
て
は
設
備
や
人
員
配
置
を

見
直
す�

③
状
態
が
落
ち
着
い
た
患

者
さ
ん
は
在
宅
や
施
設
へ
の
流
れ
と

す
る
な
ど
、
医
療
の
あ
り
か
た
を
大

き
く
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。　

　

こ
れ
に
よ
り
、
高
度
急
性
期
と
急

性
期
を
合
わ
せ
て
も
現
在
の
病
床
の

半
分
以
下
へ
と
減
ら
す
こ
と
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
2
年
の
診
療
報
酬
と
介
護

報
酬
の
同
時
改
定
で
は
「
医
療
機
関

の
経
営
者
が
将
来
に
向
け
て
舵
を
切

っ
て
い
け
る
よ
う
政
策
の
方
向
性
に

関
す
る
予
測
可
能
性
を
重
視
し
、
医

療
機
関
は
立
ち
位
置
を
見
極
め
て
ほ

し
い
。」
つ
ま
り
、病
院
は
「
急
性
期
」

の
ま
ま
で
こ
れ
か
ら
も
や
っ
て
い
く

の
か
、
や
め
る
の
か
？
の
選
択
が
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。

神
戸
医
療
生
協
の
強
み
は
？

　

で
は
、
神
戸
医
療
生
協
は
こ
れ
か

ら
何
を
強
み
に
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

一
つ
は
法
人
内
の
連
携
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
医
療
機
関
、
医
院
や
診

療
所
、
介
護
施
設
と
の
連
携
で
す
。

急
性
期
後
の
患
者
を
受
け
入
れ
て
在

宅
へ
つ
な
ぐ
役
割
、
他
医
療
機
関
か

ら
在
宅
へ
の
受
け
入
れ
（
往
診
・
訪

看
）、
介
護
施
設
の
利
用
者
や
入
所

者
の
受
け
入
れ
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

西
神
戸
地
域
で
初
と
な
る
「
緩
和

ケ
ア
病
棟
」
の
設
置
は
、
地
域
か
ら

も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。「
協
同
病
院
の
緩
和
ケ
ア
は
良

い
よ
！
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
、「
そ

の
人
が
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
こ
と

を
支
え
る
」
と
い
う
こ
と
を
実
現
さ

せ
る
場
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

4 月～ 9 月 第 3 火曜日 10：30～12：30「ヘルスアップセミナー」 ひまわり診療所　定員12名
 第 4 金曜日 14：30～16：00「健康美からだづくり体操教室」  ひまわり診療所　定員15名予告

6 月22日 （日） 10：00 開会
神戸朝日ホール （元町大丸東側）通常総代会第72回

日 時

場 所
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先
生
カ
ン
ガ
ル
ー

小
児
科
医
　
木
村
　
彰
宏

（
59
）

医療生協としては、この地域で初
めて健康チェックを中心とした支
援ボランティアに入りました。

12/21 牛橋区民会館での健康チェック

飯館村の犬猫への
給餌や小屋の清

掃。久しぶりの散
歩などを行いま

した。

8/24 わんにゃん支
援

浜通り医療生協の専務、組織部の方

に福島の現状について説明をうけな

がら、いろいろ見てまわりました。

8/25 職員による被災地見学

京都総評からの要請をうけ、台風
18号による大雨で浸水した家屋の
泥かき清掃を行いました。

9/22 福知山 水害支援

旧山下駅跡で行われた秋祭りでたこ焼きを焼きました。全国から多くの物資が贈られ、500人が集まりました。

10/5 山元町秋祭り

雨の降る寒い中での開催でしたが、

大勢の人が来場されました。「はぁも

にぃ」の方達と豚まんを販売しました。

10/20 浜通り医療生協 健康祭り

　
「
お
じ
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
で
遊
ん
で

も
い
い
？
」
入
学
前
の
子
ど
も
か
ら
、

診
察
室
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
よ
い

か
尋
ね
ら
れ
ま
す
。「
こ
れ
っ
、
先
生

と
言
わ
な
き
ゃ
だ
め
で
し
ょ
」
お
母

さ
ん
が
慌
て
て
言
い
直
さ
れ
ま
す
。

カ
ン
ガ
ル
ー
の
出
会
っ
た
先
生

　

医
師
は
卒
業
し
国
家
試
験
に
合
格

す
る
と
同
時
に
「
先
生
」
と
呼
ば
れ

ま
す
。
医
師
の
間
で
は
、
先
輩
を
呼

ぶ
時
は
「
先
生
」、
同
級
生
、
後
輩

と
も
「
先
生
」
と
呼
び
あ
い
ま
す
。

　

先
生
と
い
う
言
葉
は
、
不
思
議
な

言
葉
で
す
。
い
つ
も
忙
し
そ
う
で
、

他
人
の
人
生
に
強
い
影
響
力
を
持
つ
。

先
生
と
言
う
言
葉
か
ら
、
そ
ん
な
イ

メ
ー
ジ
が
広
が
り
ま
す
。
辞
書
に
は

「
学
者
、
政
治
家
、
小
説
家
、
医
師
、

法
律
家
、
評
論
家
、
牧
師
な
ど
、
専

門
性
の
高
い
職
業
に
就
い
て
い
る
人

へ
の
敬
称
。」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
先
生
と
言
う
言
葉
か
ら

は
、
真
っ
先
に
学
校
の
先
生
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
小
学
校
４
年
生
の
秋
、

行
進
で
右
手
右
足
が
同
時
に
出
る
癖

　

神
戸
医
療
生
協
と
ク
リ
エ
イ
ト
兵
庫

で
は
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
、
こ

れ
ま
で
様
々
な
被
災
地
支
援
活
動
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　

2
0
1
3
年
度
は
一
般
社
団
法
人
Ｉ

Ｎ
Ｇ
（
イ
ン
グ
）
を
立
ち
上
げ
、
神
戸

医
療
生
協
と
ク
リ
エ
イ
ト
兵
庫
で
行
っ

て
い
た
「
震
災
対
策
本
部
」
を
「
支
援

チ
ー
ム
」
に
改
編
し
、
Ｉ
Ｎ
Ｇ
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
東
北
以
外
の
被
災
地
支

援
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

が
直
ら
な
い
私
に
、
屋
上
で
一
人
だ

け
の
歩
行
特
訓
を
し
て
く
れ
た
先
生
。

６
年
生
の
時
、
ク
ラ
ス
委
員
の
仕
事

で
居
残
り
を
し
て
い
る
私
に
「
た
こ

焼
き
買
っ
て
こ
い
」
と
ポ
ケ
ッ
ト
マ

ネ
ー
を
渡
し
て
く
れ
た
先
生
。
中
学

の
卒
業
前
に
、
と
っ
て
お
き
の
ド
イ

ツ
語
の
歌
を
教
え
て
く
れ
た
数
学
の

先
生
。
高
校
１
年
の
時
、「
色
即
是
空
、

空
即
是
色
と
は
」
と
問
い
か
け
ら
れ

た
国
語
の
先
生
。
小
・
中
・
高
と
、

受
け
持
っ
て
い
た
だ
い
た
先
生
か
ら

強
い
影
響
を
受
け
、
自
分
を
形
作
っ

て
き
ま
し
た
。
ど
の
先
生
も
、
私
を

し
っ
か
り
と
見
つ
め
、
心
か
ら
の

エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

教
え
る
こ
と
の
難
し
さ

　

岩
波
新
書
「
先
生
！
」
に
は
、
先

生
と
呼
ば
れ
る
各
界
27
人
の
方
か
ら

の
エ
ッ
セ
イ
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

柔
道
家
の
山
口
香
さ
ん
は
「
学
ぶ
こ

と
を
や
め
た
ら
、
教
え
る
こ
と
を
や

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
ル

メ
ー
ル
監
督
の
言
葉
を
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
礼
記
に
は
「
教
学
相
長
」

と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
教
え
る

た
め
に
は
、
そ
の
何
倍
も
深
く
学
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
そ
の
言
葉

は
教
え
て
い
ま
す
。
教
え
る
と
言
う

仕
事
に
就
か
れ
て
い
る
先
生
の
大
変

さ
が
、
そ
の
言
葉
に
集
約
さ
れ
て
い

ま
す
。
授
業
を
準
備
し
、
て
い
ね
い

に
教
え
伝
え
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
を
深
く
支
え
る
仕
事
を
続
け
ら
れ

る
た
め
に
は
、
ど
れ
だ
け
の
時
間
が

必
要
な
の
か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
先
生
を
取
り
巻
く
現
状

は
厳
し
く
、
教
え
る
事
に
専
念
す
れ

ば
よ
い
と
い
う
「
ゆ
と
り
」
は
見
あ

た
り
ま
せ
ん
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

研
修
会
で
学
校
を
訪
問
す
る
折
、
会

の
後
も
職
員
室
に
残
り
、
遅
く
ま
で

仕
事
を
続
け
ら
れ
て
い
る
姿
を
目
に

し
ま
す
。

子
ど
も
も
先
生
も
育
つ
環
境
を

　

元
世
界
銀
行
副
総
裁
・
西
水
美
恵

子
さ
ん
は
新
聞
の
論
説
記
事
に
「
日

本
の
先
生
方
は
、
口
を
そ
ろ
え
た
よ

う
に
﹃
事
務
や
雑
務
の
ノ
ル
マ
を
こ

な
し
、
授
業
の
準
備
時
間
を
十
分
確

保
す
る
と
な
る
と
、
１
日
24
時
間
で

は
足
り
な
い
﹄
と
嘆
く
。
そ
れ
で
も

学
習
品
質
の
向
上
に
情
熱
を
注
ぐ
多

く
の
教
師
に
出
会
っ
て
は
、
頭
を
下

げ
て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

堤
未
果
さ
ん
は
著
書
「
社
会
の
真

実
の
見
つ
け
か
た
」
の
中
で
「
教
育

が
人
間
を
育
て
る
種
ま
き
だ
と
し
た

ら
、
す
ぐ
に
結
果
が
出
な
く
て
も
、

そ
の
子
の
中
に
あ
る
善
き
も
の
が
機

が
熟
し
花
開
く
の
を
信
じ
て
待
つ
余

裕
を
、
先
生
や
親
た
ち
が
持
て
る
か

ど
う
か
。
そ
の
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
、
国
や
行
政
の
役
目
だ
ろ
う
。」

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
へ
の
社
会
の
期
待
と
要
請
が

高
ま
る
中
、
先
生
独
り
が
そ
の
責
を

負
う
現
行
の
シ
ス
テ
ム
に
は
、
無
理

が
あ
り
ま
す
。
先
生
が
「
教
え
る
」

と
い
う
本
来
の
業
務
に
専
念
で
き
る

よ
う
、
国
民
的
な
論
議
が
必
要
で
す
。

　

カ
ン
ガ
ル
ー
の
国
で
は
、
先
生
カ

ン
ガ
ル
ー
は
み
ん
な
の
憧
れ
で
す
。

お
い
し
い
草
の
探
し
方
、
草
原
を
勢

い
よ
く
駆
け
抜
け
る
方
法
な
ど
、
み

ん
な
先
生
カ
ン
ガ
ル
ー
が
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
お
と
な
カ
ン
ガ
ル
ー

は
、
す
っ
か
り
安
心
し
て
、
子
ど
も

た
ち
を
先
生
カ
ン
ガ
ル
ー
に
お
任
せ

し
て
い
ま
す
よ
。

【2013年度 活動概要】

◦寄付金� 約93万円
◦��わんにゃん
支援� ３回実施

◦被災地視察�３回実施
◦��支援参加
人数� 計８回 43名　

今後も継続的に支援活動に取り組みます。

①宮城県：山元町への支援ボランティア
【内容】��仮設住宅への健康チェック、花釜地区・

牛橋地区での茶話会や健康セミナーなど
コミュニティの場の提供。

②福島県：被災地支援
【内容】��新しく行う仮設住宅でのコミュニティの

場の提供・被災地の現状を視察する、わ
んにゃん支援への参加など。

※  ①②に併せて、「女川原発」などの見学も入れた内容にしていく予定です。

活
動
報
告
支
援

被
災
地

2014年度活動予定
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◆出資金
　医療生協は、「安心してかかれる自分
たちの病院が欲しい」と考えた人たちが、
願いを実現させるためにお金を出し合っ
てつくった生活協同組合のひとつです。
出資金は、「医療生協の事業の元手とな
るものです」。具体的には、医療・介護・
健康づくり・助け合いなどの活動です。
　例えば、高額な医療器具を購入する場

合は銀行からお金
を借りて支払いを
しますが、出資金
をもとに購入すれ
ば、返済の際の利
子をなくすことが
できます。医療生

協にとって出資金は、安定して医療や健
康づくりの場を提供するために大切なも
のです。
　出資金は寄付ではないので、脱退時に
は全て返金させていただきます。

出資金って何？

加入の際に組合員のみなさんからお預かりした出資金は、医療と介護を
行うための資本金（元手）になります。今回の特集では「出資金をした
けれど、どのように使われているの？」という基本的な問いにお答えし
ながら、出資金の仕組みやその役割についてご紹介したいと思います。

加入したけれどよく分からない!?

組合員さんの
活躍

出資金と医療生協のしくみ

　出資金の金額を増やすことを増資と言います。
　医療生協には毎月たくさんの増資を集めてくれ
る組合員さんがいらっしゃいます。今回はそんな
組合員さんの中からお２人をご紹介したいと思い
ます。
　また、病院や歯科などを利用した時に出資金を
してくれる方や、班会に参加した時に出資金を持
ってきてくれる組合員さんも多くいます。

出資金と運営の仕組みを教えて！

◆出資・参加・利用
　全ての組合員は「こんな病院にして
ほしい」などの自分たちの声や、運営
上疑問に感じたことを院所利用委員会
などの会議で、直接事業所の職員に届
けることができます。また、医療生協
の運営や方針決定を行う総代会に参加
することができます。「こんな健診があ
ればいいな」など、自分たちの声を具

体的に直接届けることで、受けたい医
療を実現していくことができます。
　また、株式会社とは異なり、出資額
の多少に関わらず組合員の権利は同じ
です。
　全ての組合員が同等に医療生協の運
営に参加する権利を持っています。

◇安心して受けられる医療や健康づくりの場の提供
　神戸医療生協では、院所や事業所を利用してもらうことは
もちろん、健診を安く受けていただいたり、歯ブラシなどを
組合員料金で提供しています。地域の班会や体操教室に参加
して、健康づくりに取り組むこともできます。

組合員

出資・参加・利用

神戸医療生協
安心して受けられる
医療、健康づくりの場

出資金は家族のもの？個人のもの？Q5
　以前は、世帯主の方が加入されると同
じ世帯の方は組合員としてきましたが、
時代の移り変わりによって家族形態が変

化したこともあり、今は世帯主の方だけ
でなく、利用される個人の方の加入をお
願いしています。

出資金残高は組合員にどのように
お知らせしているの？Q4

　毎年８月31日現在の出資金を、残高
通知として９月に送付しています。
　しかし毎年、送付した残高通知の約
500通が、あて先不明で医療生協に戻っ

てきています。
　引越しで住所が変わる時、組合員の登
録情報が変わる時や、出資金に関するお
問い合わせは下記までご連絡ください。

●蓮池支部　松尾 幸子さん
　地域で病気の相談がきっかけで多くの人に組合員になって
もらい、班を作っています。
　ほとんどは班会で集めています。また、病院で親切にして
もらったと感謝され、出資金をしてくださる方もいます。

●明石水仙支部　藤井 和世さん
　理事になった時、自分に何ができるかを悩んでいました。
そんな時に集金活動を知り、人と話をするのが好きな私はこ
れだ！と思いました。組合加入時に定期出資お願いをし、川
本芳子さん達と協力して出資金を集めています。

出資金はどんなこと
に使われているの？

　病院建設や、MRI・歯科チェア・胃カメ
ラなど、医療器具や施設の設備を購入する
のに使われています。
　一人一人の出資額は小さくても、たくさ
ん集まれば充実した医療機器を揃えること
ができます。
昨年購入した
なでしこ歯科のチェアー▶

▼昨年更新した
　神戸協同病院のMRI

神戸医療生活協同組合 資金課 電話番号：078 - 641- 4300

Q1 Q2 Q3

こんなところでも

出資金
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看護師
萩原 桂子

看護師
川口 万里

看護師
中野 陽子

所 長
宮本 公子

看護師
福田 真理恵

事 務
鍬田 久美

理学療法士
足達 敦子

看護師
有友 真理

チームかけはし メンバー紹介
（イラスト：川口�万里）

ＪＲ魚住駅近くにある「訪問看護ステーションかけはし」は、昨年、
設立10周年を迎えました。2003年に現在の事務所より西にあるマ
ンションの一室でスタートした「かけはし」は、スタッフも４名か
ら８名に増え、とてもにぎやかな事業所になりました。依頼も、当
初はひまわり診療所からの紹介がほとんどで、予定表が埋まらない
こともありましたが、現在では約30ヶ所の居宅事業所、17の医療
機関からの指示書により、月平均500回の訪問を行っています。

今日もまたあなたのもとへ

ＪＲ魚住駅近くにある「訪問看護ステーションかけはし」は、昨年、

ななたたたのののももととへへ
チームかけはし抜群のチームワークで

“笑顔”と“元気”を届けます

♪
神戸医

療生活
協同組

合

（078
）-948

-3375

自宅で
の療養

生活お
手伝い

します

訪問看
護ステ

ーショ
ン

かけは
し

明石市
魚住町

長坂寺
441-1

2

訪問看護ステーションかけはしでは、現在 看護師を募集中です。明るくて笑顔の素敵な貴女！チームかけはしで、毎
日楽しくお仕事しませんか？ご応募心よりお待ちしています。　TEL. 078-948-3375　担当：宮本まで

チームかけはしメンバー募集中！

“かけはし”で働き始めて、はや５年。２歳だった
息子は小学２年生。上２人は反抗期真っ只中の中
学生。毎日の食事と洗濯に追われる中、“かけはし”
に出勤すると朝からみんな笑顔で挨拶してくれ
“ホッ”とさせてもらっています。これからも“か
けはし”とともに成長していきたいと思います。

スタッフに聞きました『かけはしの魅力』

かけはしでは、利用者さ

んのお誕生日に手作りの

フォトフレームをプレゼン

トしています。皆さんと

びきりの笑顔で喜んでく

れるそうです。

気持ちがふれあうプレゼント

事務
鍬田 久美さん

現
在
８
名
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
「
皮
膚
科
」

や
「
泌
尿
器
科
」
な
ど
の
得
意
分

野
を
持
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
わ

か
ら
な
い
こ
と
や
、
不
安
な
こ
と

も
す
ぐ
に
相
談
で
き
、
一
人
で
の

訪
問
時
も
安
心
し
て
出
か
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
ど
う

し
皆
仲
が
良
く
て
、
小
さ
い
子
ど

も
の
い
る
ス
タ
ッ
フ
や
、
急
な
体

調
不
良
で
都
合
が
つ
か
な
い
と
き

な
ど
、
み
ん
な
で
カ
バ
ー
し
て
助

け
合
い
ま
す
。

　

何
で
も
気
兼
ね
な
く
相
談
し
た

り
言
い
合
え
る
環
境
だ
か
ら
こ
そ
、

い
つ
で
も
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
利

用
者
さ
ん
に
も
優
し
く
接
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
チ
ー
ム

か
け
は
し
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
り
、

患
者
さ
ん
に
元
気
を
届
け
ら
れ
る

秘
訣
で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
そ
れ
ぞ
れ
の

誕
生
日
に
は
み
ん
な
で
ケ
ー
キ
を

食
べ
る
の
も
か
け
は
し
の
習
慣
に

な
っ
て
い
ま
す
。
役
職
や
年
齢
に

関
係
な
く
、
お
互
い
が
気
遣
い
、

尊
重
し
合
え
る
事
業
所
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
利
用
者
様
に＂
笑
顔
＂

と
＂
元
気
＂
を
お
届
け
し
つ
つ
、

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
医
療

生
協
な
ら
で
は
の
訪
問
看
護
を
実

践
し
て
い
き
ま
す
。

一人ひとりがお互いをフォローしあえる事業所

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

か

け

は

し

事
業
所
巡
り
シ
リ
ー
ズ
11

す
べ
て
の
世
帯
で
家
計
負
担
増

　

み
ず
ほ
総
合
研
究
所
の
試
算
で
は
、

現
行
（
5
％
）
の
年
間
消
費
税
負
担
額

は
、
年
収
３００
万
円
未
満
世
帯
で
平
均
9

万
5
8
8
2
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
8
％
に
な
る
と
、
年
間
15
万
3
4

1
1
円
と
な
り
、
5
万
7
5
2
9
円
の

負
担
増
に
な
り
ま
す
（
表
1
）。
家
計

に
と
っ
て
大
き
な
負
担
で
す
。

低
所
得
者
ほ
ど
税
負
担
率
が
高
く
な
る

　

年
収
が
高
い
ほ
ど
消
費
税
の
負
担
金

額
は
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
年

収
に
対
す
る
負
担
金
額
の
割
合
で
み
る

と
、
現
在
の
税
率
（
5
％
）
で
も
、
年

収
３００
万
円
未
満
の
世
帯
で
4
・
1
%
、

年
収
1
0
0
0
万
円
以
上
の
世
帯
で
は

1
・
7
%
と
、
低
所
得
世
帯
の
ほ
う
が

負
担
が
重
く
な
っ
て
い
ま
す
。
所
得
の

少
な
い
人
ほ
ど
、
所
得
に
占
め
る
消
費

の
割
合
が
高
く
な
る
か
ら
で
す
。
さ
ら

に
、
図
1
の
よ
う
に
、
税
率
が
上
が
る

ほ
ど
、
低
所
得
世
帯
と
高
所
得
世
帯
の

負
担
率
の
差
は
ま
す
ま
す
広
が
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
消
費
税
が
、
所
得
が
少

な
い
人
ほ
ど
負
担
の
重
く
な
る
、
弱
い

者
い
じ
め
の
税
制
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　

政
府
は
低
所
得
者
対
策
と
し
て
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
に
一
人
1
万

円
を
現
金
で
支
給
（
年
金
や
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
取
っ
て
い
る
人
は
5
０
０

０
円
上
乗
せ
）
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し

た
が
、
給
付
は
一
度
き
り
で
、
15
年
度

以
降
の
対
策
は
何
も
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
を
し
て
い
る
人

に
と
っ
て
は
、
消
費
増
税
は
ま
さ
に
死

活
問
題
で
す
。

家
計
は
負
担
増
な
の
に
企
業
は
減
税

　

消
費
税
増
税
に
よ
っ
て
国
民
の
負
担

が
大
幅
に
増
え
る
一
方
で
、
企
業
に
は

減
税
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
復
興
の
た

め
の
特
別
増
税
の
う
ち
、
企
業
負
担
の

「
復
興
特
別
法
人
税
」
が
1
年
前
倒
し

し
て
13
年
度
末
で
廃
止
さ
れ
る
こ
と
で
、

企
業
負
担
が
約
9
０
０
０
億
円
減
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
首
相
は「
法

人
税
の
実
効
税
率
引
き
下
げ
に
も
年
内

に
着
手
す
る
」
と
表
明
し
て
い
ま
す
。

10
％
に
さ
せ
な
い
！
声
を
上
げ
よ
う

　

8
％
へ
の
増
税
の
後
に
は
、
10
％
へ

の
さ
ら
な
る
増
税
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
上
の
増
税
を
阻
止
し
、
国
民
の

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
大
切
に
す
る
政
治

へ
の
転
換
を
求
め
る
運
動
に
と
り
く
み

ま
し
ょ
う
。

年
収
に
対
す
る
負
担
率

年収300万円未満世帯　　　年収1000万円以上世帯

5％ 8％ 10％
消費税率

0％
2％
4％
6％
8％
10％

3.4
2.7

1.7

8.1
6.5

4.1

表１．  年収階層別の消費税負担
増額試算

図１．世帯収入でみる消費税負担率

注）  高齢無職世帯は、世帯人数 2人以上、
世帯主が60歳以上で無職の世帯を指
します。

みずほ総合研究所による試算資料より

みずほ総合研究所による試算資料より

世帯年間収入 年間負担増額

300万円未満 57,529円

500～600万円 87,591円

1,000万円以上 142,147円

高齢無職世帯 78,382円

　いよいよ 4月より、消費税率が17年ぶりに引き上げられ、5％から 8％になります。さら
に 1年後には、10％への追加増税が予定されています。増税によって、家計への負担はどう
変わるのでしょうか。

消費税増税でどうなる？ 家計負担

チームかけはしのメンバー
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知
っ
て
お
き
た
い

身
近
な
病
気
の
話

こ
こ
ろ
の
病
気 

１

最
近
ど
の
よ
う
な
こ
こ
ろ

の
病
気
が
多
い
で
す
か
？

　

気
分
が
落
ち
込
む
、
や
る
気
が
で

な
い
、
食
欲
が
な
い
、
ぐ
っ
す
り
眠

れ
な
い
な
ど
の
症
状
を
主
と
す
る
う

つ
病
は
以
前
よ
り
有
名
で
す
が
、
最

近
新
型
う
つ
病
と
い
っ
て
家
で
は
元

気
だ
が
会
社
に
行
く
と
し
ん
ど
く
な

っ
て
仕
事
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
、

こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
病
気
が
増
え
て

い
ま
す
。
ま
た
急
に
動
悸
が
し
た
り
、

胸
痛
が
起
こ
っ
た
り
、
不
安
に
な
っ

た
り
す
る
よ
う
な
症
状
が
出
る
パ
ニ

ッ
ク
障
害
と
い
う
病
気
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
学
校
や
職
場
で
ま
わ
り

の
人
た
ち
と
う
ま
く
や
っ
て
い
け
な

か
っ
た
り
、
勉
強
や
仕
事
の
内
容
が

自
分
に
合
わ
な
か
っ
た
り
し
て
う
つ

状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
適
応
障
害
も

増
加
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
阪

神
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
な
ど
の

甚
大
な
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
に
発

Q1

Q2Q3

Q4

Q5

症
す
る
、
P
T
S
D
（
心
的
外
傷
後

ス
ト
レ
ス
障
害
）
と
い
う
病
気
も
あ

り
ま
す
。ど

の
よ
う
な
症
状
に
注
意
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
？

　

Q
1
で
も
書
き
ま
し
た
が
、「
食

欲
が
な
い
」「
ぐ
っ
す
り
眠
れ
な
い
」

な
ど
の
症
状
が
1
个
月
ほ
ど
続
く
よ

う
な
ら
う
つ
病
な
ど
の
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
心
療
内
科
や
精
神
科
へ
の

受
診
を
考
え
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
「
動
悸
や
胸
痛
」
が
続
け
ば
ま

ず
内
科
に
受
診
す
る
と
思
い
ま
す
が
、

内
科
的
な
検
査
で
異
常
が
な
け
れ
ば

一
時
的
な
症
状
で
は
な
く
パ
ニ
ッ
ク

障
害
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
や
は

り
専
門
医
の
受
診
が
必
要
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
を
す
ご
く
感
じ

て
い
る
の
で
す
が
、
う
つ

病
な
ど
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
か
？

　

う
つ
病
に
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が

あ
り
、
そ
の
中
で
反
応
性
う
つ
病
と

い
う
病
気
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
簡

単
に
言
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス

に
か
ら
だ
や
気
持
ち
が
負
け
て
し
ま

い
う
つ
症
状
を
起
こ
し
て
し
ま
う
状

態
で
す
。
先
ほ
ど
の
P
T
S
D
や
職

場
な
ど
で
起
こ
る
適
応
障
害
な
ど
も
、

症
状
は
う
つ
病
に
似
て
い
る
の
で
同

じ
よ
う
な
病
気
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

大
震
災
な
ど
で
生
じ
る
ス
ト
レ
ス

は
何
の
前
触
れ
も
な
く
襲
っ
て
き
て
、

そ
の
上
ス
ト
レ
ス
度
が
か
な
り
大
き

な
も
の
で
す
か
ら
自
分
の
中
で
ス
ト

レ
ス
を
処
理
す
る
の
は
な
か
な
か
難

し
い
で
す
が
、
一
般
的
な
ス
ト
レ
ス

は
上
手
に
発
散
す
る
こ
と
で
病
気
の

予
防
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
ス
ト
レ
ス
を

発
散
す
れ
ば
い
い
で

し
ょ
う
か
？

　

よ
く
言
わ
れ
る
の
は
趣
味
を
持
つ

こ
と
で
す
。
一
生
を
通
じ
て
や
り
通

せ
る
趣
味
が
見
つ
か
れ
ば
一
番
良
い

の
で
す
が
、
な
か
な
か
す
ぐ
に
は
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
お
酒
や

た
ば
こ
が
唯
一
の
ス
ト
レ
ス
発
散
で

す
」と
か「
た
く
さ
ん
お
菓
子
や
ケ
ー

キ
を
食
べ
る
と
す
っ
き
り
し
ま
す
」

と
か
「
パ
チ
ン
コ
や
競
馬
で
発
散
し

て
い
ま
す
」
な
ど
の
方
法
を
患
者
さ

ん
か
ら
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
当
然
お

酒
や
た
ば
こ
は
か
ら
だ
に
悪
い
し
、

甘
い
も
の
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
と
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
糖
尿
病
の
心
配
を

し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
ギ
ャ
ン
ブ

ル
も
お
小
遣
い
の
範
囲
で
す
る
の
は

悪
い
趣
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
の

め
り
込
み
す
ぎ
る
と
危
険
な
の
で
十

分
注
意
が
必
要
で
す
。
運
動
な
ど
の

趣
味
の
方
が
内
科
的
な
慢
性
疾
患
の

予
防
に
も
つ
な
が
り
、
い
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
自
分
に
合

う
趣
味
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ど
う
し
て
も
し
ん
ど
い
時

や
症
状
が
続
く
場
合
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

　

心
療
内
科
や
精
神
科
へ
の
受
診
が

必
要
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
敷
居
が
高

い
と
感
じ
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
場
合
は
内
科
の
か
か
り
つ
け
医

が
い
れ
ば
ま
ず
か
か
り
つ
け
医
に
相

談
し
、
心
療
内
科
や
精
神
科
に
紹
介

し
て
も
ら
う
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

し
ん
ど
い
の
が
続
く
と
き
は
無
理
に

我
慢
し
な
い
で
専
門
家
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

�

ひ
ま
わ
り
診
療
所
所
長　

尾
崎　

進
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４
月
の
テ
ー
マ
は
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

健康情報24時間

テレホンサービス
＊�テレホンサービスは、ホームペー
ジでもご覧いただけます。

フリーダイヤル

0120 - 979 - 451
兵庫県保険医協会
http://www.hhk.jp/

法律相談日（無料）

３日から開始。21日（祝・金）は金土日のテーマを放送相談は全て弁護士が対応しています。

３月のテーマ
月 おねしょ（夜尿症）と子どもの自立

火 口内炎（アフタ）について

水 ヘリコバクター・ピロリ菌の話

木 アスベスト（石綿）による健康被害

金土日 クスリのリスク－市販薬を安全に－

３月 ４月

19時より
（要予約）

協 同 歯 科
☎913－1155 13（木）10（木）

18時より
（要予約）

神 戸 協 同 病 院
☎641－6211 14（金）18（金）

18時より
（要予約）

いたやどクリニック
☎611－3681 27（木）24（木）

　
絵
手
紙
・
ち
ぎ
り
絵
も
募
集
し

て
い
ま
す
。
掲
載
さ
れ
た
方
に
は

図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま
す
。

◆
昨
年
夏
、
私
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

2
級
（
現
、
介
護
職
員
初
任
者
）
の

資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
秋
か
ら
は
、

訪
問
介
護
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
い
て

い
ま
す
。
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
身

体
介
護
・
生
活
援
助
を
す
る
の
が
主

な
仕
事
で
す
。
人
生
の
大
先
輩
で
あ

る
高
齢
者
の
方
々
か
ら
学
ぶ
こ
と
は

と
て
も
多
く
、
や
り
が
い
、
生
き
が

い
を
を
感
じ
て
い
ま
す
。
息
子
た
ち

も
わ
ん
ぱ
く
で
す
が
、
た
く
ま
し
く

育
っ
て
い
ま
す
。
娘
は
念
願
の
嵐
の

コ
ン
サ
ー
ト
に
行
く
こ
と
が
で
き
、

青
春
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
小
西
和
美　

明
石
市
）

◆
い
つ
も
協
同
歯
科
に
お
世
話
に
な

っ
て
い
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
衛
生
士

さ
ん
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
し
っ
か
り

歯
の
お
手
入
れ
を
頑
張
り
ま
す
！　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

（
宮
永
晴
美　

加
古
川
市
）

す

16　

与
作
の
職
業

18　

合
格
す
る
と
咲
き
ま
す

19　

��

こ
こ
の
毛
は
と
き
ど
き
描
き
ま

す

21　

��

大
き
な
…
…
に
は
赤
ち
ゃ
ん
が

入
っ
て
い
る
こ
と
も

 　
　
　
　

ヨ
コ
の
カ
ギ　
　
　
　

1　

��

出
て
行
く
人
を
送
り
出
す
懇
親

会

7　

…
…
と
罰

8　

��

誘
惑
し
て
利
用
す
る
…
…
。
ハ

ニ
ー
ト
ラ
ッ
プ
と
も

10　

��

黒
ビ
ー
ル
と
い
え
ば
？
な
ぜ
か

「
世
界
一
」
も
扱
っ
て
ま
す

12　

研
究
所
を
英
訳
し
て
略
す
と
？

13　

解
雇
す
る
な
ら
…
…
が
必
要
だ

14　

枝
に
ぶ
ら
下
が
る
…
…
ム
シ

15　

��

ダ
イ
ズ
は
豆
腐
に
、
…
…
は
赤

飯
に

17　

右
肩
を
出
し
て
ま
と
う
衣
装

19　

終
わ
る
と
き
に
引
き
ま
す

20　

��

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
最
後
の

祝
日
。
…
…
の
日

22　

��

う
そ
を
つ
い
た
と
き
の
罰
の
一

つ

23　

目
が
退
化
し
た
小
さ
な
哺
乳
類　

 　
　
　
　

タ
テ
の
カ
ギ　
　
　
　

1　

��

最
近
は
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
を

脱
退
す
る
と
き
に
言
い
ま
す

2　

��「
ニ
ャ
ー
」
と
鳴
く
の
に
空
を

飛
び
ま
す

3　

��

こ
こ
を
死
に
場
所
に
。
…
…
の

す
み
か

4　

冥
王
星
の
衛
星

5　

…
…
悪
な
人
は
嫌
わ
れ
る

6　

秋
は
夕
暮
。
で
は
春
は
？

9　

飲
ん
で
ク
ダ
を
巻
く
…
…

11　

��

三
塁
走
者
生
還
。
�

意
表
を
つ
く
…
…

15　

��

体
が
酸
素
を
欲
し
が
る
と
出
ま

クロスワードパズル

《解き方》ヨコのカギとタテのカギに文
字を入れ、二重ワクの５文字をならべる
と……。ヒント・中の絵

〈
応　

募　

方　

法
〉

☆
〆
切
／
3
月
31
日
必
着

☆�

宛
先
／
神
戸
医
療
生
協
本
部
編
集

部
（
住
所
は
表
紙
参
照
）

☆�

ハ
ガ
キ
に
「
解
答
・
住
所
・
氏
名

年
齢
」
を
記
入
の
上
、
余
白
に
ご

意
見
、
通
信
な
ど
も
あ
わ
せ
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
匿
名
希
望
の
方
は
、

そ
の
旨
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。

1
・
2
月
号
パ
ズ
ル
の
解
答

ソ
チ
ゴ
リ
ン

◆
自
分
で
は
い
つ
迄
も
若
い
と
思
っ

て
い
た
ら
、
体
は
段
々
と
年
齢
相
応

に
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
す
ネ
。
で
も

「
加
齢
で
す
」「
加
齢
で
す
」
と
言
わ

れ
た
ら
色
々
と
や
り
た
い
事
を
―
今

年
も
!!
挑
戦
で
す
。

�

（
清
水
和
子　

須
磨
区
）

◆
歯
が
痛
く
な
っ
た
時
に
急
患
で
な

で
し
こ
歯
科
に
行
き
ま
し
た
。
急
患

な
の
に
と
て
も
親
切
な
対
応
を
し
て

く
れ
た
の
で
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
黒
田
先
生
、
衛
生
士
の
み
な
さ

ん
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�
（
松
井
ひ
な
こ　

西
区
）

◆
カ
ン
ガ
ル
ー
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
「
カ

ン
ガ
ル
ー
の
ト
レ
ラ
ン
ス
」
を
読
ん

で
、
今
友
達
関
係
で
悩
ん
で
い
る
子

ど
も
に
声
か
け
す
る
の
に
ぴ
っ
た
り

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。「
良
い
と

こ
ろ
を
見
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
、

自
然
と
仲
良
く
な
れ
る
」
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
木
村
先
生
が
書
か
れ
て

い
る
文
だ
よ
ー
と
声
か
け
す
る
と
、

静
か
に
読
ん
で
い
ま
し
た
。
親
の
言

う
事
に
は
そ
っ
ぽ
を
む
い
て
い
ま
し

た
が
、
何
か
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

…
と
願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
匿
名
希
望
）

◆
昨
年
に
は
2
0
2
0
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
が
決
定
。
と
、
少

し
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
が
、
そ
の
後
、
都
知
事
の
金
銭

問
題
、
沖
縄
の
基
地
問
題
、
原
発
の

処
理
。
首
相
を
は
じ
め
リ
ー
ダ
ー
達

の
靖
国
参
拝
問
題
等
々
。
近
隣
国
と

の
不
調
和
。
米
国
の
苦
言
。
何
と
も

不
愉
快
な
気
持
ち
で
す
。
五
輪
に
向

け
て
は
世
界
に
向
け
て
恥
ず
か
し
い

限
り
で
す
。
誰
も
が
少
し
で
も
納
得

の
で
き
る
政
治
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

を
、
此
の
年
、
願
う
ば
か
り
で
す
。

�

（
山
本
順
二　

垂
水
区
）

◆
五
位
ノ
池
支
部
が
や
っ
て
い
る
認

知
症
予
防
教
室
に
通
っ
て
三
回
に
な

り
ま
す
。
体
操
を
し
た
り
、
音
読
を

し
た
り
、
折
り
紙
を
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
毎
日
の
食
事
、
生
活
な
ど
を

日
々
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
参
加

し
て
よ
か
っ
た
。

�

（
加
藤
千
昭　

長
田
区
）

◆
表
紙
の
年
賀
状
が
と
て
も
素
晴
ら

し
い
と
娘
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
来
年

は
私
も
ト
ラ
イ
し
て
み
よ
う
か
な
。

�

（
八
嶋
鈴
子　

兵
庫
区
）

◆
い
た
や
ど
ク
リ
ニ
ッ
ク
創
立
60
周

年
お
め
で
と
う
！
神
戸
医
療
生
協
・

神
戸
協
同
病
院
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
開

設
準
備
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
楞か
ど

野
博
子　

明
石
市
）

◆
11
・
12
月
号
の
パ
ズ
ル
で
図
書

カ
ー
ド
も
ら
え
ま
し
た
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
孫
に
絵
本
を
買
っ
て

や
り
ま
す
。
ク
イ
ズ
は
頭
の
体
操
に

良
い
で
す
ね
。
忘
れ
た
こ
と
が
多
い

の
に
驚
い
て
い
ま
す
。

�

（
西
村
和
代　

西
区
）

◆
新
米
主
婦
で
す
。
オ
ス
ス
メ
レ
シ

ピ
の
た
き
込
み
ご
飯
、
あ
ん
か
け
に

ゅ
う
め
ん
作
っ
て
み
ま
し
た
。
と
て

も
簡
単
お
い
し
い
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

�

（
梅
本
沙
織　

垂
水
区
）

◆
先
月
号
の
絵
て
が
み
カ
ラ
ー
印
刷

で
絵
が
生
き
て
い
ま
し
た
ネ
。
こ
の

絵
に
触
発
さ
れ
、
私
も
年
賀
状
数
枚

は
手
書
き
し
ま
し
た
。

�

（
荒
木
萬
里
子　

須
磨
区
）

�

（
村
松
好
美　

明
石
市
）

　

パ
ズ
ル
の
正
解
者
の
中
か
ら
次
の

10
名
の
方
に
千
円
分
の
図
書
カ
ー
ド

を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
野
廣
江
、
戸
嶋
裕
美
、
金
澤
哲
雄
、

吉
田
正
信
、
原
田
勢
津
子
、
長
浜
由

紀
子
、
靭
泰
子
、
村
上
憲
二
、
坂
本

幸
子
、
土
井
頼
子�

（
敬
称
略
）
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資料請求・お問い合わせは

神戸医療生協 Tel. 0120-992-986
http://www.kobe-iseikyo.or.jp/

地域に育ち、地域に根付き、
　　地域に生かす医療をめざしています。

医師・看護師・薬剤師・
リハスタッフをご紹介ください。

● 組合員のみなさん ●

ノルディッ
ク講習

（1月11
日）

歯周病と歯みがき実習
ひまわり班会（1月8日）

いたやどクリニッ
ク

60周年記念のつど
い

（2月11日）

第31次辺野古支援
（1月23日）

カムバックナ
ース

セミナー（
1月15日）

新春のつどい
（1月12日）

JR朝霧駅前
バレンタイン行動
（2月12日）

1.17震災ウォ
ーク

（1月17日）

お待ちして

います！


